第７号様式（第１１条関係）
	自衛消防訓練実施通知書
年　　月　　日　

（宛先）瀬戸市消防長　
通知者（□ 防火管理者・□ 防災管理者）
住　所
氏　名
消防計画に基づき自衛消防訓練を実施しますので通知します。

	防火対象物の所在地
	

	防火対象物の名称
	
	用途
	消防法施行令 

別表第１(　　)項 

	実施日時
	年　　月　　日（　）
	□ 午前
□ 午後
	時　　分 ～　　時　　分

	訓練根拠
	□ 防火管理制度　　□ 防災管理制度

	災害種別
	□ 火災
	□ 地震
	□ 毒性物質の発散等により生ずる特殊な災害

	訓練種別
	□ 消火訓練　　 □ 通報訓練（模擬通報）　　□ 避難訓練

	発災想定時間帯
	□ 午前 ・ □ 午後
	時頃 

	借用希望物品
	□ 有□ 無
	物品名（個数）
	□ 訓練用水消火器 （　）本（最大５本まで）
□ 標的　　　　　 （　）個（最大３個まで）

	
	
	借用日時
	　　月　　日（　）
	□ 午前
□ 午後
	時　　分頃

	
	
	返却日時
	　　月　　日（　）
	□ 午前
□ 午後
	時　　分頃

	
	
	借用署所
	□ 消防署　□ 消防署東分署　□ 消防署南分署

	参加予定人員
	名 
	問い合わせ先
	電話 　　　　（　　　 ）

	訓練の概要（具体的な内容を簡潔に記入すること。）


	※　受　付　欄
	※　経　過　欄

	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２　太枠内のみを記入すること。
３　通知者、実施日時、訓練根拠、災害種別、訓練種別、発災想定時間帯及び借用希望物品の
欄は、該当する項目の□に✓印を記入すること。
４　訓練の実施計画、実施要領等が作成されている場合は、それを添付すること。
５　災害種別の欄における火災以外の災害は、防災管理制度に係る訓練のみの対象とすること。
６　訓練種別の欄について、防災管理制度に係る訓練では、避難訓練を必ず実施すること。

７　※印の欄は、記入しないこと。
第７号様式（第１１条関係）
	自衛消防訓練実施通知書
○○年○○月○○日　

（宛先）瀬戸市消防長　
通知者（□ 防火管理者・□ 防災管理者）
住　所　瀬戸市○○町○〇○番地　　　　　　
※個人の住所ではなく、防火対象物の住所を記入してください。

氏　名　株式会社○○　○○課長　○○○○
消防計画に基づき自衛消防訓練を実施しますので通知します。

	防火対象物の所在地
	瀬戸市○○町○○〇番地

	防火対象物の名称
	株式会社　○○
	用途
	消防法施行令 

別表第１(〇)項 〇 

	実施日時
	○○年○○月○○（〇）
	□ 午前
□ 午後
	○○時○○分～○○時○○分

	訓練根拠
	□ 防火管理制度　　□ 防災管理制度

	災害種別
	□ 火災
	□ 地震
	□ 毒性物質の発散等により生ずる特殊な災害

	訓練種別
	□ 消火訓練　　 □ 通報訓練（模擬通報）　　□ 避難訓練

	発災想定時間帯
	□ 午前 ・ □ 午後
	時頃 

	
借用希望物品
	□ 有□ 無
	物品名（個数）
	□ 訓練用水消火器 （〇）本（最大５本まで）
□ 標的　　　　　 （　）個（最大３個まで）

	
	
	借用日時
	〇〇月○○日（〇）
	□ 午前
□ 午後
	○○時○○分頃

	
	
	返却日時
	○○月○○日（〇）
	□ 午前
□ 午後
	○○時○○分頃

	
	
	借用署所
	□ 消防署　□ 消防署東分署　□ 消防署南分署

	参加予定人員
	〇名 
	問い合わせ先
	電話○○○-○○○○-○○○○

	訓練の概要（具体的な内容を簡潔に記入すること。）
〇○○○○○○○○


	※　受　付　欄
	※　経　過　欄

	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２　太枠内のみを記入すること。
３　通知者、実施日時、訓練根拠、災害種別、訓練種別、発災想定時間帯及び借用希望物品の
欄は、該当する項目の□に✓印を記入すること。
４　訓練の実施計画、実施要領等が作成されている場合は、それを添付すること。
５　災害種別の欄における火災以外の災害は、防災管理制度に係る訓練のみの対象とすること。
６　訓練種別の欄について、防災管理制度に係る訓練では、避難訓練を必ず実施すること。

７　※印の欄は、記入しないこと。
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